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和光市に構える本社社屋と工場

光英科学研究所 代表取締役会長 村田公英氏

PR

村田公英会長「乳酸菌が作り出す代謝物『乳酸菌生産物質』が村田公英会長「乳酸菌が作り出す代謝物『乳酸菌生産物質』が
人の健康に役立つ。菌体から代謝物の時代へ」人の健康に役立つ。菌体から代謝物の時代へ」

　１９６９年（昭和４４年）創業の㈱光英科学研究所。「乳
酸菌生産物質」の専門企業として研究開発と製造販売に取
り組み、近年は国内市場のみならず海外からの原料の引き
合いも増えている。１９９４年に埼玉県和光市に生産工場
を設立し、有限会社光英科学研究所として法人化してから
今年３０周年を迎え、同社の村田公英会長は乳酸菌生産物
質の総称を指す「ラクトバイオーム」を新たに提唱。認知
拡大とともに食品原料としてさらなる拡販を目指す。

普
及
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
し
て
「
乳
酸
菌
の
代
謝
物

の
健
康
食
品
を
世
の
中
に
広

め
る
仕
事
を
し
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
や
っ
と
時
代
が
追

い
つ
き
、
よ
う
や
く
『
花
が

開
い
た
』
と
感
じ
る
」
と
話

す
。

海
外
か
ら
の
引
き
合
い
増
加

で
原
料
の
輸
出
量
も
拡
大

　

光
英
科
学
研
究
所
で
は
、

健
食
Ｇ
Ｍ
Ｐ（
原
材
料
認
証
、

製
品
認
証
）
タ
ブ
ル
取
得
の

自
社
工
場
で
、
腸
内
フ
ロ
ー

ラ
を
形
成
す
る
乳
酸
菌
や
ビ

フ
ィ
ズ
ス
菌
と
い
っ
た
１６
種

３５
株
か
ら
な
る
有
用
菌
群
を

共
棲
培
養
し
、
そ
の
代
謝
物

を
抽
出
し
た
複
合
乳
酸
菌
生

産
物
質
「
シ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー

世
紀
以
上
に
わ
た
る
研
究
を

通
し
て
得
た
さ
ま
ざ
ま
な
知

は
中
国
の
ほ
か
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
は
じ
め
と
し
た
東

南
ア
ジ
ア
か
ら
の
健
食
用
途

で
伸
長
し
て
お
り
、
さ
ら
に

欧
米
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も

増
え
て
い
る
。

　

海
外
向
け
原
料
の
出
荷
量

が
増
え
て
い
る
理
由
と
し

て
、
原
料
の
品
質
や
安
全
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
、
エ

ビ
デ
ン
ス
を
追
求
し
て
い
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
乳
酸

菌
の
代
謝
物
で
あ
る
乳
酸
菌

生
産
物
質
の
高
い
体
感
が
海

外
市
場
で
も
支
持
さ
れ
た
」

（
村
田
会
長
）
と
分
析
し
て

い
る
。
海
外
市
場
で
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
国
内

「
ラ
ク
ト
バ
イ
オ
ー
ム
」
の

認
知
普
及
へ

　

人
体
に
は
腸
内
を
は
じ
め
、

皮
膚
、
鼻
、
口
、
食
道
、
胃

な
ど
、
人
間
の
身
体
の
様
々

な
と
こ
ろ
に
細
菌
な
ど
の
微

生
物
が
生
存
し
て
い
る
。
特

に
腸
内
に
は
、
数
百
種
以
上
、

１
０
０
兆
個
以
上
の
細
菌
が

生
存
し
て
い
る
。
そ
の
集
団

は
「
マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
タ

光英科学研究所

「「
１６１６
種種
３５３５
株
」の
乳
酸
菌
生
産
物
質

株
」の
乳
酸
菌
生
産
物
質

イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
に
包
括

さ
れ
る
、
菌
の
研
究
、
ゲ
ノ

ム
解
析
な
ど
の
研
究
、
開
発

を
総
合
的
な
視
野
に
立
っ
て

考
え
、
こ
れ
を
「
ラ
ク
ト
バ

イ
オ
ー
ム
」
と
呼
称
し
、
事

業
推
進
の
根
幹
に
据
え
た
。

　

村
田
会
長
は
、「
人
の
健

康
は
乳
酸
菌
の
『
菌
体
』
か

ら
『
代
謝
物
』
の
時
代
に
。」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の

も
と
、
菌
体
を
培
養
し
て
得

ら
れ
る
代
謝
物
に
こ
そ
真
の

機
能
性
が
あ
り
、
明
確
な
体

感
が
得
ら
れ
る
こ
と
の
認
知

ン
ズ
」
の
液
体
品
「
Ｓ
液
」

と
高
濃
度
粉
末
品
「
Ｆ
Ｆ

１６
」
を
供
給
し
て
い
る
。

　

機
能
性
研
究
で
は
、
大
学

や
各
種
研
究
機
関
と
共
同
で

こ
れ
ま
で
に
、
腸
内
環
境
改

善
作
用
を
は
じ
め
免
疫
賦
活

作
用
、
抗
肥
満
作
用
、
抗
糖

尿
作
用
、
美
肌
作
用
な
ど
を

確
認
し
て
お
り
、
各
種
学
会

で
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
素
材
が
身
体
の
健
康
に
有

用
な
３４
の
ペ
プ
チ
ド
を
含
む

３
５
２
種
類
の
乳
酸
菌
発
酵

代
謝
物
質
（
水
溶
性
２
３
５

種
類
、脂
溶
性
１
１
７
種
類
）

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
で
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

認
知
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
で
は
、
腸
の
健
康
や
乳

酸
菌
生
産
物
質
に
つ
い
て
半

見
を
村
田
会
長
自
ら
が
ブ
ロ

グ
「
私
考
欄
」
で
紹
介
す
る

と
と
も
に
、書
籍『
不
老「
腸
」

寿
』『
乳
酸
菌
生
産
物
質
に

賭
け
た
人
生
①
』『
同
②
』【
写

真
㊧
】
な
ど
を
通
じ
て
情
報

発
信
し
て
い
る
。
最
近
で
は

「
醍
醐
」
の
教
え
を
礎
に
生

ま
れ
た「
乳
酸
菌
生
産
物
質
」

と
し
て
こ
れ
ら
著
書
も
注
目

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

人
々
の
健
康
や
免
疫
へ
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
国
内
市
場

（
微
生
物
叢
）」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
中
で
腸
内
に
棲
み
つ
い

て
い
る
も
の
が
「
腸
内
細
菌

叢
（
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
）」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。
こ
の
マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
タ
の
ゲ
ノ
ム
、

発
現
す
る
遺
伝
子
群
な
ど
広

い
概
念
の
総
称
を
「
マ
イ
ク

ロ
バ
イ
オ
ー
ム
」
と
い
い
、

２１
世
紀
に
入
り
、
解
析
技
術

が
飛
躍
的
進
歩
を
遂
げ
た
事

に
よ
り
、
疾
患
や
健
康
状
態

と
の
関
連
が
次
々
に
報
告
さ

れ
て
い
る
。

　

光
英
科
学
研
究
所
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
バ
イ
オ
ー
ム
の

内
、
乳
酸
菌
や
ビ
フ
ィ
ズ
ス

菌
等
ヒ
ト
に
有
益
な
作
用
を

も
た
ら
す
微
生
物
が
腸
内
で

産
生
す
る
“
代
謝
物
”
に
こ

そ
人
に
有
益
な
効
果
を
も
た

ら
す
も
の
と
考
え
、
有
益
菌

の
代
謝
物
を
「
乳
酸
菌
生
産

物
質
」
と
呼
び
、
人
々
の
健

康
に
寄
与
す
る
物
質
を
身
体

の
外
で
生
産
す
る
研
究
、
開

発
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
乳
酸
菌
生
産
物
質
で
世

界
人
類
の
健
康
増
進
に
貢
献

す
る
」
を
企
業
理
念
に
掲
げ

る
中
、
こ
の
乳
酸
菌
生
産
物

質
事
業
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
基
本
理
念
と
し
て
マ

海外向け原料の出荷推移（期間 1月～12 月）120,000kg
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村
田
会
長
の
著
書

外
で
の
乳
酸
菌
生
産

物
質
の
普
及
と
と
も

に
、「
和
光
・
発
酵
・

健
康
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
同
社
で
は
地

域
振
興
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

で
は
乳
酸
菌
と
と
も

に
そ
の
代
謝
物
で
あ

る
乳
酸
菌
生
産
物
質

の
採
用
も
増
え
て
い

る
。

　

さ
ら
に
日
本
生
ま

れ
の
機
能
性
素
材
と

し
て
、
海
外
か
ら
の

引
き
合
い
も
好
調

だ
。
同
社
に
よ
る
と
、

２
０
１
５
年
以
降
、

海
外
向
け
の
原
料
出

荷
量
は
年
々
増
え
て

お
り
、
２
０
２
０
年

に
は
年
間
出
荷
量
５０

ｔ
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ

禍
で
も
伸
び
続
け
、

２
０
２
３
年
に
は
年

間
出
荷
量
１
０
０
ｔ

を
超
え
た
。
最
近
で


